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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具

上
州

屋

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

◎
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ

!

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義

の
政
治
を

◎
国
の
責
任

で
社
会
保
障
制
度
の
充
実

を
◎
友
の
会
を
大
き
く

し
て
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
町
づ
く
り
へ

三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
て
、
江
戸
川
健
康
友
の

会
は
６
月

17日
、
葛
西
み

な
み
診
療
所
ホ
ー
ル
で
第

９
回
定
期
総
会
を
ひ
ら
き

ま
し
た
。

総
会
に
先
だ
っ
て
行
わ

れ
た
記
念
講
演
は
、
今
ま

で
の
記
念
講
演
と
は
少
し

趣
向
を
変
え
て
、
演
題
は

『
鍼
灸
を
知
ら
な
い
な
ん
て

も
っ
た
い
な
い
』
。
参
加
者

は
興
味
津
々
。
講
師
は
、

西
葛
西
で
「
ど
ん
ぐ
り
鍼

灸
院
」
を
営
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
鍼
灸
師
の
石
倉
克

彦
さ
ん
。
艾
（
モ
グ
サ
）

の
材
料
と
な
る
ヨ
モ
ギ
の

鉢
植
え
を
持
参
し
、
鍼
灸

術
を
身
振
り
手
振
り
交
え

て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
石
倉
さ
ん
は
、
福

島
原
発
事
故
で
江
戸
川
区

に
も
多
く
の
放
射
性
物
質

が
降
り
注
い
だ
こ
と
か

ら
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
の

発
症
を
心
配
し
て
、
市
民

自
主
運
営
の
甲
状
腺
健
診

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
（
友
の
会
だ

よ
り
３
月
号
）

総
会
に
は
、

80余
名
の

参
加
者
で
会
場
は
び
っ
し

り
。
各
界
の
来
賓
か
ら
・

介
護
保
険
改
悪
・
国
保
料

の
大
巾
値
上
げ
・
年
金
改

悪
・
生
活
保
護
費
の
引
き

下
げ
・
過
労
死
を
助
長
す

る
働
き
方
改
革
法
案
や
日

本
を
戦
争
す
る
国
に
す
る

9条
改
憲
な
ど
に
対
し
て
鋭

い
指
摘
が
あ
り
、
怒
り
を

共
有
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の

活
動
報
告
と
活
動
方
針

（
２
ペ
ー
ジ
）
が
提
案
さ

れ
、
会
計
報
告
・
予
算

案
、
役
員
提
案
も
大
き
な

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総
会
議
事
終
了
後
は
、

手
作
り
料
理
も
加
え
て
の

懇
親
会
で
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

（
伊
藤
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

江
戸

川
健

康
友

の
会

第
９

回
総

会
開

く

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

安倍政権による社会保障解体

大幅な国民負担増と給付抑制に怒り

往診相談会をきっかけに地域で医療懇談会を開いた。友の会活動

はこういう日常活動が大事だと訴える猪瀬会長

「
友

の
会

だ
よ

り
」

８
月

号
は

お
休

み
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

Ｑ：「絆創膏ばんそうこう」にはどんな種類があるのは

Ａ：絆創膏には、患部に塗って使用する液状の「水

絆創膏」、患部の大きさに合わせて切って使うサージ

カルテープなどの「テープ絆創膏」といった種類が

あります。

もっとも一般的なのは、「バンドエイド」に代表さ

れる救急絆創膏です。絆創膏は傷口の保護を目的と

したもので、すり傷、切り傷、さし傷、かき傷、靴

ずれに効果があります。

絆創膏が効くのは、あくまで「浅い傷」です。多

量の出血をともなう傷や、膿うみ、熱や腫れをとも

なう傷には使用せず、医師の診察を受けましょう。

Ｑ：「湿潤性」の絆創膏はどんな効果があるのは

Ａ：傷口をよく見ると、無色透明な体液がにじみ出

ていることがありますね。この体液には、いわゆる

膿とは違い、皮膚が再生するための成分が含まれて

います。

傷口が乾燥してしまうと、この体液も乾燥してし

まうため、皮膚の再生が遅れてしまいます。適度な

湿気を保つ「湿潤性」の絆

創膏は、傷を早く、きれい

に治す効果をねらったもの

です。

乾燥で傷口の神経が刺激

されるのを抑える効果もあ

るため、痛みの軽減にもつ

ながります。

Ｑ：「絆創膏」使用時の、注意事項はは

Ａ：絆創膏を使用する前にまず、①水で傷口を洗い

ましょう。傷口に入っ てしまった砂などの異物やば

い菌を洗い流し、感染や化膿を防ぐためです。消毒

液には、傷口を刺激して周辺の細胞を壊し、治癒を

遅らせてしまうもあるので、必ず流水で傷口を洗い

ましょう。②絆創膏を貼るときは、皮膚がひっぱら

れてきつく感じないように貼り、はがすときはゆっ

くり丁寧に、を心がけましょう。また、③絆創膏の

パッドはできるだけ濡らさないように注意しましょ

う。パッドを濡らすと、細菌が繁殖する原因になる

からです。もし濡れた場合は、新しいものに貼り替

えましょう。水仕事をする方は、防水性の機能があ

る絆創膏も市販されていますので、用途に応じて選

んでください。

「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

東
松
本
に
住
む
永
井
菊
子
さ
ん
は
、
友

の
会
々
員
で
６
月

17日
の
総
会
に
も

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
永
井
さ
ん
は
大
間

原
発
建
設
反
対
で
現
地
で
た
た
か
っ
て

い
る
「
あ
さ
こ
は
う
す
」
の
熊
谷
厚
子

さ
ん
と
親
交
を
深
め
、
物
心
両
面
で
応

援
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
地
元

の
漁
師
さ
ん
が
と
っ
て
く
れ
た
海
藻
類

の
天
然
わ
か
め
や
ひ
じ
き
な
ど
を
現
地

か
ら
取
り
寄
せ
て
「
買
っ
て
応
援
し
て

く
だ
さ
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
大
間

原
発
建
設
反
対
運
動
は
「
原
発
に
頼
ら

ず
未
来
を
つ
く
ろ
う
」
と
現
地
大
間
町

や
対
岸
の
北
海
道
函
館
市
を
中
心
に
全

国
に
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で

10回
の
建
設
反
対
集
会
が
開
か

れ
、
大
阪
や
関
東
方
面
か
ら
も
参
加
者

が
ふ
え
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

※
海
藻
類
の
申
込
先
＝
江
戸
川
区
東
松

本
２
‐
２
‐

14

永
井
菊
子
。
現
地
の

激
励
先
＝
青
森
県
下
北
郡
大
間
町
字
小

奥
戸
３
９
６

熊
谷
厚
子
で
す
。
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「絆創膏」の選び方
無
差
別
・
平
等
の
医
療
と

社
会
保
障
の
充
実
を
め
ざ
し

て
い
る
全
日
本
民
医
連
（
全

日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
）

の
「
共
同
組
織
」
と
し
て
、

江
戸
川
健
康
友
の
会
第
９
回

定
期
総
会
は
、
要
旨
次
の
よ

う
な
活
動
方
針
を
決
め
ま
し

た
。

①
消
費
税
増
税
と
医
療
・
介

護
・
福
祉
な
ど
の
社
会
保
障

費
の
削
減
に
反
対
し
ま
す
。

②
誰
も
が
お
金
の
心
配
な
く
、

必
要
な
医
療
・
介
護
・
福
祉

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
求

め
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

③
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

広
げ
て
、
日
本
政
府
が
核
兵

器
禁
止
条
約
を
指
示
す
る
側

に
立
つ
よ
う
、
ま
た
、
世
界

で
条
約
が
発
効
す
る
よ
う
世

論
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

④
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
「
サ
ロ
ン
さ
わ

や
か
喫
茶
」
が
成
功
す
る
よ

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
ん
ぽ
ぽ
会
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
婦
人
科
健
診
、
熟
年
者
健

診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
な
ど
の
健
診
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑥
江
戸
川
社
保
協
、
江
戸
川

原
水
協
な
ど
の
区
内
民
主
団

体
と
共
に
、
江
戸
川
区
へ
の

要
望
活
動
を
強
め
ま
す
。
特

に
、
大
気
汚
染
を
な
く
す
会

と
共
同
し
て
自
転
車
レ
ー
ン

の
設
置
、
沿
道
緑
化
、
公
害

を
な
く
す
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑦
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ

!

憲
法
を
生
か
す
統
一
署
名
」

を
さ
ら
に
広
げ
、
憲
法
の
平

和
・
人
権
・
民
主
主
義
が
行

か
さ
れ
る
政
治
の
実
現
を
求

め
ま
す
。

⑧
楽
し
み
と
生
き
が
い
が
作

れ
る
「
サ
ー
ク
ル
活
動
」
を

活
発
に
し
、
仲
間
増
や
し
の

輪
を
広
げ
ま
す
。

⑨
「
困
り
ご
と
支
援
活
動
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑩
１
５
０
０
名
友
の
会
を
目

標
に
、
今
年
は
１
０
０
名
の

仲
間
増
や
し
に
挑
戦
、
「
い
つ

で
も
元
気
」
誌
を
普
及
し
ま

す
。

⑪
「
友
の
会
活
動
」
の
担
い

手
と
な
る
幹
事
、
世
話
人
を

増
や
し
、
世
代
継
承
で
き
る

よ
う
若
い
人
を
育
て
て
い
き

ま
す
。

（
太
田
）

役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長

石 井 う た

鈴 木 正 美

矢 野 孝

渡 辺 利 子

西 葛 西

西 葛 西

葛飾区細田

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼

丸 山 愛 三

石 川 恵 一

西 山 千 尋

藤 巻 良

西 葛 西

松 島

職 員

職 員

職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子

有 馬 三 郎

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

臼 井 佑 希 子

遠 藤 哲

太 田 美 音

久 高 美 枝 子

小 林 功

櫻 井 和 代

佐 藤 ケ イ 子

嶋 村 伸 子

武 居 一 夫

高 野 芳 子

千 葉 邦 彦

寺 澤 カ ツ

遠 田 雄 一

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

森 岡 糸 子

森 野 操

渡 部 周 次 郎

松 島

北 葛 西

西一之江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

南 篠 崎

南 葛 西

清 新 町

南 葛 西

江 戸 川

江 戸 川

東 葛 西

東 葛 西

中 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

臨 海 町

西 瑞 江

一 之 江

会 計 監 査
表 優 子

金 谷 昇 一

職 員

中 央

２０１８年度 役員名簿

相 談 役 八 巻 登 北 篠 崎
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

ご
ま
だ
ら
の
髪
切
り
鳴
く
や
走
梅
雨

大
川
に
一
雨
来
れ
ば
み
ど
り
の
日

ひ
ま
そ
う
な
露
天
が
一
つ
山
開
き

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

生
垣
に
真
赤
な
新
芽
梅
雨
し
ぐ
れ

梅
晴
れ
に
雅
に
ゆ
れ
る
花
紫
陽
花

寂
し
さ
を
癒
し
て
く
れ
る
猫
は
野
良

東
葛
西

細
川
ひ
ろ
し

教
室
の
明
る
く
弾
む
衣
更

す
て
て
こ
の
父
の
本
気
の
に
ら
め
っ
こ

六
羽
の
小
ガ
モ
母
よ
り
前
に
泳
ぎ
た
り

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

人
気
の
セ
実
力
の
パ
鮮
明
に

自
転
車
怖
安
全
第
一
車
道
歩
こ
う

江
戸

川
健

康
友

の
会

と
私

清
新
町

土
屋
恵
美
子

「
エ
ッ
セ
イ
原
稿
を
書
い
て

よ
。
」
と
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
の

で
、
「
友
の
会
だ
よ
り
を
送
っ
て
く

れ
て
い
る
け
れ
ど
、
入
会
し
て
い

る
自
覚
が
あ
ま
り
な
い
の
。
」
と

私
。で
も
、
ず
っ
と
フ
ァ
イ
ル
を
し

て
い
る
た
よ
り
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く

る
と
、
あ
っ
。
い
ろ
い
ろ
関
わ
り

が
あ
っ
た
ん
だ
。
と
認
識
し
ま
し

た
。

◎
う
た
ご
え
喫
茶
に
数
回
参
加
…

若
き
頃
の
歌
を
懐
か
し
く
、
楽
し

く
歌
い
ま
し
た
。

◎
お
ん
ち
コ
ー
ラ
ス
の
募
集
を
見

て
入
会
…
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る

曲
に
出
会
え
、
メ
ン
バ
ー
に
迷
惑

を
か
け
な
が
ら
も
合
唱
の
す
ば
ら

し
さ
を
実
感
し
、

20周
年
コ
ン

サ
ー
ト
の
舞
台
に
も
立
ち
ま
し

た
。

◎
今
年
５
月
の
バ
ス
旅
行
に
参
加

…
収
穫
体
験
で
野
菜
を
た
く
さ
ん

ゲ
ッ
ト
し
た
り
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
友
の
会
だ
よ
り
を
読
み

返
し
て
み
る
と
、
何
と
有
意
義
な

記
事
の
多
い
こ
と
か
！

・
平
和
を
含
め
た
健
康
に
関
係
す

る
活
動
の
報
告

・
人
の
ル
ー
ツ
に
大
い
に
関
わ
る

「
私
の
ふ
る
さ
と
」

・
本
当
に
役
立
つ
健
康
メ
モ

・
様
々
な
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

・
健
康
の
た
め
の
主
張
、
知
恵
、

運
動
等
々

人
生
の
終
盤
を
迎
え
た
今
、
以

前
に
も
増
し
て
健
康
の
大
事
さ
、

あ
り
が
た
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

皆
が
元
気
に
生
き
る
た
め
に
尽

力
し
て
い
る
友
の
会
の
方
々
に
敬

意
を
表
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
し
っ

か
り
愛
読
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
を
新
た
に
し
た
私
で
し
た
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

身
の
奥
の
鈴
か
き
鳴
ら
し
遍
路
ゆ
く
母
も
歩
み
き
讃
岐
善
通
寺

祖
父
も
母
も
遍
路
に
歩
み
し
は
こ
の
道
か
さ
ぬ
き
通
り
に
咲
く
ひ
め
じ
を
ん

草
に
寝
て
雲
流
れ
て
は
雲
に
酔
ひ
風
流
れ
て
は
父
母
恋
ひ
ぬ

エッセイ

鍼
灸
は
怖
い
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
も

痛
く
な
い
鍼
も
あ
り
ま
す
。

先
ず
は
太
さ
か
ら
。
髪
の
毛

ほ
ど
の
太
さ
で
す
。

ま
た
鍼
灸
院
を
選
ぶ
際
こ

う
し
た
こ
と
も
知
っ
て
お
く

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
大
き

く
分
け
る
と
①
中
国
式
の
鍼

②
現
代
医
学
の
解
剖
学
な
ど

に
基
づ
く
鍼
（
誤
解
を
お
そ

れ
ず
言
え
ば
、
こ
の
二
つ
は

太
く
長
い
鍼
を
使
い
ま
す
）

③
江
戸
時
代
に
大
き
く

発
展
し
た
日
本
独
自
の

鍼
（
大
陸
性
の
気
候
の

中
国
に
対
し
て
、
日
本

は
温
帯
に
属
し
、
梅
雨

が
あ
り
、
民
族
と
し
て

皮
膚
が
繊
細
な
の
で
、
痛
み

の
出
に
く
い
細
い
針
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
）

お
灸
で
火
傷
、
も
心
配
は

ご
無
用
で
す
。

「
お
き
ゅ
う
を
す
え
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

治
療
効
果
は
高
い
の
で
す
が
、

今
の
時
代
に
こ
れ
を
や
れ
る

の
は
ま
れ
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
が
せ
ん
ね
ん
灸
や
隔
物
灸

と
言
っ
て
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を

間
に
挟
む
も
の
や
、
肌
か
ら

離
し
て
患
部
を
温
め
る
な
ど

の
、
火
が
直
接
肌
に
届
か
な

い
や
り
方
が
主
流
に
な
っ
て

い
ま
す
。

尖
っ
た
も
の
で
つ
ん
つ
ん

次
に
鍼
灸
の
歴
史
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

治
療
の
こ
と
を
手
当
て
と

言
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
、

た
ん
こ
ぶ
を
作
っ
た
時
な
ど
、

母
親
が
痛
い
と
こ
ろ
に
手
を

当
て
て
「
痛
い
の
痛
い
の
遠

く
の
お
山
に
飛
ん
で
い
け
」

な
ん
て
し
て
も
ら
っ
た
経
験

が
お
あ
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
不
調
の
と
こ
ろ
に
手

を
当
て
る
、
こ
の
原
始
的
な

行
為
が
医
学
の
そ
も
そ
も
の

始
ま
り
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
い
つ
し
か
尖
っ

た
物
で
つ
ん
つ
ん
し
て
み
て

よ
く
な
っ
た
、
と
い
う
経
験

を
積
み
重
ね
た
の
が
鍼
の
始

ま
り
。
最
初
は
石
の
破
片
を

使
っ
た
よ
う
で
す
。
「
薬
石
効

無
く
」
の
石
は

砭
石
（
へ
ん

せ
き
）
と
言
っ
て
初
期
の
鍼

の
こ
と
を
指
す
そ
う
で
す
。

文
献
的
に
は
、
紀
元
前
一
千

年
頃
。
中
国
は
周
の
時
代
に
、

伝
説
上
の
人
で
医
薬
の
祖
と

い
わ
れ
る
「
神
農
」
が
薬
草

に
つ
い
て
、
又
最
古
の
医
学

書
と
い
わ
れ
る
「
黄
帝
内
経
」

が
書
か
れ
ま
し
た
。

将
軍
や
庶
民
の
健
康
管
理

日
本
に
伝
わ
る
の
は
紀
元

６
０
０
年
頃
か
ら
。
遣
隋
使

や
遣
唐
使
に
よ
り
仏
教
と
と

も
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
江
戸
時
代
に
大
き

く
発
展
し
た
鍼
灸
が
、
今
の

日
本
の
鍼
灸
の
基
礎
に
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
、
千
年
以

上
に
亘
っ
て
将
軍
か
ら
庶
民

ま
で
の
健
康
管
理
に
使
わ
れ

て
き
た
鍼
灸
。
無
知
と
偏
見

で
遠
ざ
け
る
の
は
勿
体
な
い
。

こ
の
機
会
に
鍼
灸
を
少
し

勉
強
し
て
健
康
を
わ
が
も
の

と
し
ま
し
ょ
う
。

鍼
灸

を
知

ら
な

い
な

ん
て

も
っ

た
い

な
い

ど
ん
ぐ
り
鍼
灸
院
・
鍼
灸
師

石
倉

克
彦

▽鍼の太さの比較

外径 内径

輸血用針（18Ｇ） １.20mm ０.94mm

皮下注射用針（25Ｇ） ０.50mm ０.32mm

１番鍼 ０.16mm

美容鍼 ０.10mm
一
面
で
記
載
し
ま
し
た
友
の
会
総
会
で
の
鍼
灸
師
石
倉
克
彦

さ
ん
の
講
演
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

どんぐり鍼灸院のご案内

江戸川区西葛西6-28-20

日商岩井小島町マンション

215

℡：090-1469-1891

ご利用の際は、上記番号へ

お電話してください。
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の

足で歩くために

●第１・３火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

予約不要どなたでも

●毎週月曜日

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●７月20日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋好士」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ アミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を
奏でませんか

●第１・２・３

木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

私
が
育
っ
た
の
は
、
埼
玉
県

行
田
市
。
こ
こ
に
は
埼
玉
（
さ

き
た
ま
）
古
墳
群
が
あ
り
、
こ

こ
か
ら
金
錯
銘
鉄
剣
が
出
土

し
、
稲
田
の
中
に
あ
っ
た
古
墳

群
は
、
今
は
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
陸
王
」
の
舞
台

で
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
家
の
前
は

川
（
忍
川
の
支
流
）
が
流
れ
て

い
て
、
川
向
こ
う
は
一
面
稲
田

で
し
た
。
夏
の
朝
、
風
に
揺
れ

る
稲
の
葉
先
の
露
に
、
朝
日
が

あ
た
り
キ
ラ
キ
ラ
光
る
の
が
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。
冬
は
田

ん
ぼ
の
は
る
か
向
こ
う
の
山
々

（
秩
父
で
し
ょ
う
か
）
は
雪
化
粧

を
ま
と
い
ま
す
し
、
夜
は
降
る

よ
う
な
満
天
の
星
空
で
す
。
稲

田
の
ず
っ
と
先
に
秩
父
鉄
道
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
電
車

が
、
時
折
警
笛
を
鳴
ら
し
な
が

ら
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
走
る
の
が

見
え
ま
す
。
幼
か
っ
た
頃
、
あ

の
小
さ
い
電
車
に
乗
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
が
魔

法
の
よ
う
で
す
。
傍
ら
に
行
く

と
電
車
は
大
き
く
な
っ
て
い
て

が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

夏
は
、
こ
の
川
で
エ
ビ
ガ
ニ

釣
り
も
し
ま
し
た
。
初
め
て
自

転
車
の
サ
ド
ル
に
腰
掛
け
た
瞬

間
、
高
さ
に
目
が
く
ら
み
川
に

突
っ
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
川

べ
り
に
黄
色
い
菖
蒲
を
植
え
た

ら
、
居
心
地
が
よ
か
っ
た
の
か

一
面
に
繁
殖
し
て
し
ま
い
、
縮

小
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

十
数
年
前
、
何
十
年
ぶ
り
か

に
訪
れ
る
と
、
昔
の
街
並
み
が

残
っ
て
い
て
懐
か
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
私
の
住
ん
だ
家
も
川
も

道
路
に
な
り
、
田
ん
ぼ
は
住
宅

街
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
近
く
の
橋
の
あ
た
り
の
石
碑

に
は
、「
地
獄
橋
跡
」
と
。

あ
ら
、
欄
干
の
な
い
あ
の
橋

は
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
っ
け
？

美
し
い
田
ん
ぼ
だ
っ
た
川
向
こ

う
は
も
し
か
し
て
地
獄
だ
っ
た

の
で
人
家
が
な
か
っ
た
の
か
し

ら

?!

も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
川
向
こ
う
の
美
し
い

緑
の
稲
田
の
中
を
小
さ
な
電
車

が
走
る
光
景
は
、
私
の
心
の
ふ

る
さ
と
で
す
。

一
面

に
広

が
る
美

し
い
稲

田

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
電

車

さわやか喫茶着物リメイクの会

埼玉県

東葛西 下村靖子

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●昼食・裁縫道具持

参 ▼参加無料

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）

第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階

カラオケ好きな方

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

●毎月第２・３木曜日

14時～16時

●飲み物・クッキー

など１００円

●新小岩診療所

３階会議室

●８月はお休み

ほっとカフェ カラオケお楽しみ会

健
康
友
の
会
が
毎
週
月
曜
日
に
ひ
ら

い
て
い
る
「
お
食
事
会
」
の
会
場
で
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
（
総

合
事
業
）
の
緩
和
型
に
よ
る
通
所
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
７
月
下
旬
か
ら
始

め
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
昼
食
の
提
供
の
ほ
か
、

絵
手
紙
や
転
倒
予
防
体
操
、
認
知
症
予

防
な
ど
、
多
彩
な
内
容
で
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
ま
す
。

友
の
会
で
は
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
い

つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
と
通
所
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
へ
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
介
護
保
険
の
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受
け
て
、
該
当

さ
れ
た
方
と
、
要
支
援
１
・
２
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
利
用
時
間
は

10時

～

14時
ま
で
の
４
時
間
で
、
送
迎
は
あ

り
ま
せ
ん
。

料
金
は
食
事
代
を
ふ
く
ん
だ
６
０
０

円
で
す
。
く
わ
し
く
は
友
の
会
ま
た
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
。

▼
友
の
会

５
６
７
９
‐
７
１
３
０

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
ん
ぽ
ぽ
会

３
８
７
０
‐
２
０
３
４

介
護

保
険

に
よ
る
総

合
事

業

「
サ
ロ

ン
さ
わ

や
か

喫
茶
」

開
始
へ

友
の

会
・

た
ん

ぽ
ぽ

会
が

連
携

し
て

７月16日（祝） 望郷の鐘 10：30
母 13：30

小松川区民館ホールにて

◎チケットは友の会まで・１,２００円

映画「母」「望郷の鐘」

上映のご案内

2018年 江戸川平和行進

○７月２４日（火）１５時集合
○江戸川河川敷（市川橋）行進スタート

国連が決めた核兵器禁止条約を支援し、

ひろめよう。「核のない平和な世界」の実

現を区民のみなさんに呼びかけましょう。

参加者は直接河川敷へ来てください。

人口密集地上空の低空飛行計画中止を！
署名にご協力を

2020年までに国交省が行おうとしている羽田増便計画…人口

密集地上空や石油コンビナート上空を低空飛行する新ルートの

導入…に反対し、活動しています。現在、首都圏の住民団体が

統一して、国交大臣あて「羽田空港増便にともなう新低空飛行

計画の中止を求める署名」に取り組んでいます。署名用紙を同

封させていただきますので、是非、ご協力をお願いします。

航空機の都心低空飛行に反対する江戸川区民の会 代表 太田美音
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

ご
ま
だ
ら
の
髪
切
り
鳴
く
や
走
梅
雨

大
川
に
一
雨
来
れ
ば
み
ど
り
の
日

ひ
ま
そ
う
な
露
天
が
一
つ
山
開
き

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

生
垣
に
真
赤
な
新
芽
梅
雨
し
ぐ
れ

梅
晴
れ
に
雅
に
ゆ
れ
る
花
紫
陽
花

寂
し
さ
を
癒
し
て
く
れ
る
猫
は
野
良

東
葛
西

細
川
ひ
ろ
し

教
室
の
明
る
く
弾
む
衣
更

す
て
て
こ
の
父
の
本
気
の
に
ら
め
っ
こ

六
羽
の
小
ガ
モ
母
よ
り
前
に
泳
ぎ
た
り

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

人
気
の
セ
実
力
の
パ
鮮
明
に

自
転
車
怖
安
全
第
一
車
道
歩
こ
う

江
戸

川
健

康
友

の
会

と
私

清
新
町

土
屋
恵
美
子

「
エ
ッ
セ
イ
原
稿
を
書
い
て

よ
。
」
と
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
の

で
、
「
友
の
会
だ
よ
り
を
送
っ
て
く

れ
て
い
る
け
れ
ど
、
入
会
し
て
い

る
自
覚
が
あ
ま
り
な
い
の
。
」
と

私
。で
も
、
ず
っ
と
フ
ァ
イ
ル
を
し

て
い
る
た
よ
り
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く

る
と
、
あ
っ
。
い
ろ
い
ろ
関
わ
り

が
あ
っ
た
ん
だ
。
と
認
識
し
ま
し

た
。

◎
う
た
ご
え
喫
茶
に
数
回
参
加
…

若
き
頃
の
歌
を
懐
か
し
く
、
楽
し

く
歌
い
ま
し
た
。

◎
お
ん
ち
コ
ー
ラ
ス
の
募
集
を
見

て
入
会
…
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る

曲
に
出
会
え
、
メ
ン
バ
ー
に
迷
惑

を
か
け
な
が
ら
も
合
唱
の
す
ば
ら

し
さ
を
実
感
し
、

20周
年
コ
ン

サ
ー
ト
の
舞
台
に
も
立
ち
ま
し

た
。

◎
今
年
５
月
の
バ
ス
旅
行
に
参
加

…
収
穫
体
験
で
野
菜
を
た
く
さ
ん

ゲ
ッ
ト
し
た
り
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
友
の
会
だ
よ
り
を
読
み

返
し
て
み
る
と
、
何
と
有
意
義
な

記
事
の
多
い
こ
と
か
！

・
平
和
を
含
め
た
健
康
に
関
係
す

る
活
動
の
報
告

・
人
の
ル
ー
ツ
に
大
い
に
関
わ
る

「
私
の
ふ
る
さ
と
」

・
本
当
に
役
立
つ
健
康
メ
モ

・
様
々
な
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

・
健
康
の
た
め
の
主
張
、
知
恵
、

運
動
等
々

人
生
の
終
盤
を
迎
え
た
今
、
以

前
に
も
増
し
て
健
康
の
大
事
さ
、

あ
り
が
た
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

皆
が
元
気
に
生
き
る
た
め
に
尽

力
し
て
い
る
友
の
会
の
方
々
に
敬

意
を
表
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
し
っ

か
り
愛
読
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
を
新
た
に
し
た
私
で
し
た
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

身
の
奥
の
鈴
か
き
鳴
ら
し
遍
路
ゆ
く
母
も
歩
み
き
讃
岐
善
通
寺

祖
父
も
母
も
遍
路
に
歩
み
し
は
こ
の
道
か
さ
ぬ
き
通
り
に
咲
く
ひ
め
じ
を
ん

草
に
寝
て
雲
流
れ
て
は
雲
に
酔
ひ
風
流
れ
て
は
父
母
恋
ひ
ぬ

エッセイ

鍼
灸
は
怖
い
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
も

痛
く
な
い
鍼
も
あ
り
ま
す
。

先
ず
は
太
さ
か
ら
。
髪
の
毛

ほ
ど
の
太
さ
で
す
。

ま
た
鍼
灸
院
を
選
ぶ
際
こ

う
し
た
こ
と
も
知
っ
て
お
く

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
大
き

く
分
け
る
と
①
中
国
式
の
鍼

②
現
代
医
学
の
解
剖
学
な
ど

に
基
づ
く
鍼
（
誤
解
を
お
そ

れ
ず
言
え
ば
、
こ
の
二
つ
は

太
く
長
い
鍼
を
使
い
ま
す
）

③
江
戸
時
代
に
大
き
く

発
展
し
た
日
本
独
自
の

鍼
（
大
陸
性
の
気
候
の

中
国
に
対
し
て
、
日
本

は
温
帯
に
属
し
、
梅
雨

が
あ
り
、
民
族
と
し
て

皮
膚
が
繊
細
な
の
で
、
痛
み

の
出
に
く
い
細
い
針
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
）

お
灸
で
火
傷
、
も
心
配
は

ご
無
用
で
す
。

「
お
き
ゅ
う
を
す
え
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

治
療
効
果
は
高
い
の
で
す
が
、

今
の
時
代
に
こ
れ
を
や
れ
る

の
は
ま
れ
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
が
せ
ん
ね
ん
灸
や
隔
物
灸

と
言
っ
て
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を

間
に
挟
む
も
の
や
、
肌
か
ら

離
し
て
患
部
を
温
め
る
な
ど

の
、
火
が
直
接
肌
に
届
か
な

い
や
り
方
が
主
流
に
な
っ
て

い
ま
す
。

尖
っ
た
も
の
で
つ
ん
つ
ん

次
に
鍼
灸
の
歴
史
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

治
療
の
こ
と
を
手
当
て
と

言
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
、

た
ん
こ
ぶ
を
作
っ
た
時
な
ど
、

母
親
が
痛
い
と
こ
ろ
に
手
を

当
て
て
「
痛
い
の
痛
い
の
遠

く
の
お
山
に
飛
ん
で
い
け
」

な
ん
て
し
て
も
ら
っ
た
経
験

が
お
あ
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
不
調
の
と
こ
ろ
に
手

を
当
て
る
、
こ
の
原
始
的
な

行
為
が
医
学
の
そ
も
そ
も
の

始
ま
り
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
い
つ
し
か
尖
っ

た
物
で
つ
ん
つ
ん
し
て
み
て

よ
く
な
っ
た
、
と
い
う
経
験

を
積
み
重
ね
た
の
が
鍼
の
始

ま
り
。
最
初
は
石
の
破
片
を

使
っ
た
よ
う
で
す
。
「
薬
石
効

無
く
」
の
石
は

砭
石
（
へ
ん

せ
き
）
と
言
っ
て
初
期
の
鍼

の
こ
と
を
指
す
そ
う
で
す
。

文
献
的
に
は
、
紀
元
前
一
千

年
頃
。
中
国
は
周
の
時
代
に
、

伝
説
上
の
人
で
医
薬
の
祖
と

い
わ
れ
る
「
神
農
」
が
薬
草

に
つ
い
て
、
又
最
古
の
医
学

書
と
い
わ
れ
る
「
黄
帝
内
経
」

が
書
か
れ
ま
し
た
。

将
軍
や
庶
民
の
健
康
管
理

日
本
に
伝
わ
る
の
は
紀
元

６
０
０
年
頃
か
ら
。
遣
隋
使

や
遣
唐
使
に
よ
り
仏
教
と
と

も
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
江
戸
時
代
に
大
き

く
発
展
し
た
鍼
灸
が
、
今
の

日
本
の
鍼
灸
の
基
礎
に
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
、
千
年
以

上
に
亘
っ
て
将
軍
か
ら
庶
民

ま
で
の
健
康
管
理
に
使
わ
れ

て
き
た
鍼
灸
。
無
知
と
偏
見

で
遠
ざ
け
る
の
は
勿
体
な
い
。

こ
の
機
会
に
鍼
灸
を
少
し

勉
強
し
て
健
康
を
わ
が
も
の

と
し
ま
し
ょ
う
。

鍼
灸

を
知

ら
な

い
な

ん
て

も
っ

た
い

な
い

ど
ん
ぐ
り
鍼
灸
院
・
鍼
灸
師

石
倉

克
彦

▽鍼の太さの比較

外径 内径

輸血用針（18Ｇ） １.20mm ０.94mm

皮下注射用針（25Ｇ） ０.50mm ０.32mm

１番鍼 ０.16mm

美容鍼 ０.10mm

一
面
で
記
載
し
ま
し
た
友
の
会
総
会
で
の
鍼
灸
師
石
倉
克
彦

さ
ん
の
講
演
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

どんぐり鍼灸院のご案内

江戸川区西葛西6-28-20

日商岩井小島町マンション

215

℡：090-1469-1891

ご利用の際は、上記番号へ

お電話してください。
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

Ｑ：「絆創膏ばんそうこう」にはどんな種類があるのは

Ａ：絆創膏には、患部に塗って使用する液状の「水

絆創膏」、患部の大きさに合わせて切って使うサージ

カルテープなどの「テープ絆創膏」といった種類が

あります。

もっとも一般的なのは、「バンドエイド」に代表さ

れる救急絆創膏です。絆創膏は傷口の保護を目的と

したもので、すり傷、切り傷、さし傷、かき傷、靴

ずれに効果があります。

絆創膏が効くのは、あくまで「浅い傷」です。多

量の出血をともなう傷や、膿うみ、熱や腫れをとも

なう傷には使用せず、医師の診察を受けましょう。

Ｑ：「湿潤性」の絆創膏はどんな効果があるのは

Ａ：傷口をよく見ると、無色透明な体液がにじみ出

ていることがありますね。この体液には、いわゆる

膿とは違い、皮膚が再生するための成分が含まれて

います。

傷口が乾燥してしまうと、この体液も乾燥してし

まうため、皮膚の再生が遅れてしまいます。適度な

湿気を保つ「湿潤性」の絆

創膏は、傷を早く、きれい

に治す効果をねらったもの

です。

乾燥で傷口の神経が刺激

されるのを抑える効果もあ

るため、痛みの軽減にもつ

ながります。

Ｑ：「絆創膏」使用時の、注意事項はは

Ａ：絆創膏を使用する前にまず、①水で傷口を洗い

ましょう。傷口に入っ てしまった砂などの異物やば

い菌を洗い流し、感染や化膿を防ぐためです。消毒

液には、傷口を刺激して周辺の細胞を壊し、治癒を

遅らせてしまうもあるので、必ず流水で傷口を洗い

ましょう。②絆創膏を貼るときは、皮膚がひっぱら

れてきつく感じないように貼り、はがすときはゆっ

くり丁寧に、を心がけましょう。また、③絆創膏の

パッドはできるだけ濡らさないように注意しましょ

う。パッドを濡らすと、細菌が繁殖する原因になる

からです。もし濡れた場合は、新しいものに貼り替

えましょう。水仕事をする方は、防水性の機能があ

る絆創膏も市販されていますので、用途に応じて選

んでください。

「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

東
松
本
に
住
む
永
井
菊
子
さ
ん
は
、
友

の
会
々
員
で
６
月

17日
の
総
会
に
も

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
永
井
さ
ん
は
大
間

原
発
建
設
反
対
で
現
地
で
た
た
か
っ
て

い
る
「
あ
さ
こ
は
う
す
」
の
熊
谷
厚
子

さ
ん
と
親
交
を
深
め
、
物
心
両
面
で
応

援
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
地
元

の
漁
師
さ
ん
が
と
っ
て
く
れ
た
海
藻
類

の
天
然
わ
か
め
や
ひ
じ
き
な
ど
を
現
地

か
ら
取
り
寄
せ
て
「
買
っ
て
応
援
し
て

く
だ
さ
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
大
間

原
発
建
設
反
対
運
動
は
「
原
発
に
頼
ら

ず
未
来
を
つ
く
ろ
う
」
と
現
地
大
間
町

や
対
岸
の
北
海
道
函
館
市
を
中
心
に
全

国
に
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で

10回
の
建
設
反
対
集
会
が
開
か

れ
、
大
阪
や
関
東
方
面
か
ら
も
参
加
者

が
ふ
え
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

※
海
藻
類
の
申
込
先
＝
江
戸
川
区
東
松

本
２
‐
２
‐

14

永
井
菊
子
。
現
地
の

激
励
先
＝
青
森
県
下
北
郡
大
間
町
字
小

奥
戸
３
９
６

熊
谷
厚
子
で
す
。
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「絆創膏」の選び方

無
差
別
・
平
等
の
医
療
と

社
会
保
障
の
充
実
を
め
ざ
し

て
い
る
全
日
本
民
医
連
（
全

日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
）

の
「
共
同
組
織
」
と
し
て
、

江
戸
川
健
康
友
の
会
第
９
回

定
期
総
会
は
、
要
旨
次
の
よ

う
な
活
動
方
針
を
決
め
ま
し

た
。

①
消
費
税
増
税
と
医
療
・
介

護
・
福
祉
な
ど
の
社
会
保
障

費
の
削
減
に
反
対
し
ま
す
。

②
誰
も
が
お
金
の
心
配
な
く
、

必
要
な
医
療
・
介
護
・
福
祉

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
求

め
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

③
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

広
げ
て
、
日
本
政
府
が
核
兵

器
禁
止
条
約
を
指
示
す
る
側

に
立
つ
よ
う
、
ま
た
、
世
界

で
条
約
が
発
効
す
る
よ
う
世

論
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

④
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
「
サ
ロ
ン
さ
わ

や
か
喫
茶
」
が
成
功
す
る
よ

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
ん
ぽ
ぽ
会
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
婦
人
科
健
診
、
熟
年
者
健

診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
な
ど
の
健
診
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑥
江
戸
川
社
保
協
、
江
戸
川

原
水
協
な
ど
の
区
内
民
主
団

体
と
共
に
、
江
戸
川
区
へ
の

要
望
活
動
を
強
め
ま
す
。
特

に
、
大
気
汚
染
を
な
く
す
会

と
共
同
し
て
自
転
車
レ
ー
ン

の
設
置
、
沿
道
緑
化
、
公
害

を
な
く
す
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑦
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ

!

憲
法
を
生
か
す
統
一
署
名
」

を
さ
ら
に
広
げ
、
憲
法
の
平

和
・
人
権
・
民
主
主
義
が
行

か
さ
れ
る
政
治
の
実
現
を
求

め
ま
す
。

⑧
楽
し
み
と
生
き
が
い
が
作

れ
る
「
サ
ー
ク
ル
活
動
」
を

活
発
に
し
、
仲
間
増
や
し
の

輪
を
広
げ
ま
す
。

⑨
「
困
り
ご
と
支
援
活
動
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑩
１
５
０
０
名
友
の
会
を
目

標
に
、
今
年
は
１
０
０
名
の

仲
間
増
や
し
に
挑
戦
、
「
い
つ

で
も
元
気
」
誌
を
普
及
し
ま

す
。

⑪
「
友
の
会
活
動
」
の
担
い

手
と
な
る
幹
事
、
世
話
人
を

増
や
し
、
世
代
継
承
で
き
る

よ
う
若
い
人
を
育
て
て
い
き

ま
す
。

（
太
田
）

役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長

石 井 う た

鈴 木 正 美

矢 野 孝

渡 辺 利 子

西 葛 西

西 葛 西

葛飾区細田

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼

丸 山 愛 三

石 川 恵 一

西 山 千 尋

藤 巻 良

西 葛 西

松 島

職 員

職 員

職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子

有 馬 三 郎

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

臼 井 佑 希 子

遠 藤 哲

太 田 美 音

久 高 美 枝 子

小 林 功

櫻 井 和 代

佐 藤 ケ イ 子

嶋 村 伸 子

武 居 一 夫

高 野 芳 子

千 葉 邦 彦

寺 澤 カ ツ

遠 田 雄 一

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

森 岡 糸 子

森 野 操

渡 部 周 次 郎

松 島

北 葛 西

西一之江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

南 篠 崎

南 葛 西

清 新 町

南 葛 西

江 戸 川

江 戸 川

東 葛 西

東 葛 西

中 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

臨 海 町

西 瑞 江

一 之 江

会 計 監 査
表 優 子

金 谷 昇 一

職 員

中 央

２０１８年度 役員名簿

相 談 役 八 巻 登 北 篠 崎
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具

上
州

屋

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

◎
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ

!

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義

の
政
治
を

◎
国
の
責
任

で
社
会
保
障
制
度
の
充
実

を
◎
友
の
会
を
大
き
く

し
て
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
町
づ
く
り
へ

三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
て
、
江
戸
川
健
康
友
の

会
は
６
月

17日
、
葛
西
み

な
み
診
療
所
ホ
ー
ル
で
第

９
回
定
期
総
会
を
ひ
ら
き

ま
し
た
。

総
会
に
先
だ
っ
て
行
わ

れ
た
記
念
講
演
は
、
今
ま

で
の
記
念
講
演
と
は
少
し

趣
向
を
変
え
て
、
演
題
は

『
鍼
灸
を
知
ら
な
い
な
ん
て

も
っ
た
い
な
い
』
。
参
加
者

は
興
味
津
々
。
講
師
は
、

西
葛
西
で
「
ど
ん
ぐ
り
鍼

灸
院
」
を
営
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
鍼
灸
師
の
石
倉
克

彦
さ
ん
。
艾
（
モ
グ
サ
）

の
材
料
と
な
る
ヨ
モ
ギ
の

鉢
植
え
を
持
参
し
、
鍼
灸

術
を
身
振
り
手
振
り
交
え

て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
石
倉
さ
ん
は
、
福

島
原
発
事
故
で
江
戸
川
区

に
も
多
く
の
放
射
性
物
質

が
降
り
注
い
だ
こ
と
か

ら
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
の

発
症
を
心
配
し
て
、
市
民

自
主
運
営
の
甲
状
腺
健
診

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
（
友
の
会
だ

よ
り
３
月
号
）

総
会
に
は
、

80余
名
の

参
加
者
で
会
場
は
び
っ
し

り
。
各
界
の
来
賓
か
ら
・

介
護
保
険
改
悪
・
国
保
料

の
大
巾
値
上
げ
・
年
金
改

悪
・
生
活
保
護
費
の
引
き

下
げ
・
過
労
死
を
助
長
す

る
働
き
方
改
革
法
案
や
日

本
を
戦
争
す
る
国
に
す
る

9条
改
憲
な
ど
に
対
し
て
鋭

い
指
摘
が
あ
り
、
怒
り
を

共
有
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の

活
動
報
告
と
活
動
方
針

（
２
ペ
ー
ジ
）
が
提
案
さ

れ
、
会
計
報
告
・
予
算

案
、
役
員
提
案
も
大
き
な

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総
会
議
事
終
了
後
は
、

手
作
り
料
理
も
加
え
て
の

懇
親
会
で
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

（
伊
藤
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

江
戸

川
健

康
友

の
会

第
９

回
総

会
開

く

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

安倍政権による社会保障解体

大幅な国民負担増と給付抑制に怒り

往診相談会をきっかけに地域で医療懇談会を開いた。友の会活動

はこういう日常活動が大事だと訴える猪瀬会長

「
友

の
会

だ
よ

り
」

８
月

号
は

お
休

み
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す


